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１．はじめに：現状認識

１－１．図書館の置かれている状況

　近年の図書館は、図書館サービスを高度化しつつ、拡大する図書館サービスへの需要をこなさなければならない。しかし、設置母体の業績不振を反映して、大多数の図書館においては、人員と予算が不足しがちである。この厳しい状況は、館種が異なる公共図書館、大学図書館、学校図書館、専門図書館でも、海外でも変わりはない。

1)サービスの拡大

　拡大する図書館サービスは以下の通りである。

a)図書館の利用対象の拡大：

　自治体経営の広域化、生涯教育の拠点、大学における単位互換、IT革命による利用者層の拡大など、利用者層が広がって、利用方法もWEB OPACに代表される遠隔利用など多様化している。
b)図書館機能の拡大：

　情報媒体の多様化により、図書館のサービスや利用者が多様化し、図書館で取り扱う資料の種類も拡大している。CD-ROM、オンライン検索、インターネットの導入に関する予算措置、利用者への操作説明、機器のメンテナンスやバージョンアップ、館員向けの操作研修など、新たに発生した業務量は少なくない。図書、雑誌、視聴覚資料に続く第四の資料群が出現したといえる。

c)図書館への期待の拡大：

　図書館の社会への定着に伴い、利用者の要求は量的に増加し、質的にも高度化している。これらのサービスの拡大化傾向は今後も続くものと考えられる。
2)資源の縮小

　しかし一方で、サービスの拡大にも関わらず、図書館資源は金額的にも人材的にも削減傾向にある。

a)図書館予算の減少：

　図書館機能拡大に伴う施設・設備などの運営費の拡大と資料費のバランスをとることも必要になり、資料費の減少傾向が強い。新設される図書館があるので図書館職員の総数は増加しているが、各館レベルでは量的に減少している。さらに、利用は増加しているので、人員は相対的にも減少している。利用増加に投入できる労働力の不足は、職員の生産性を向上させることが唯一の解決策である。個人の能力を開発するか、安い賃金の職員を採用するか、業務によってその辺を使い分けることも必要になってきている。
b)図書館職員の量的な減少と能力低下：

　機能拡大に比べて館員の質的低下もある。情報通信環境の充実に比べてコンピュータ・情報リテラシー研修の遅れにより、相対的な能力低下が生じている。これを防止するには、管理者側からの全面的支援による職員研修が不可欠である。また、設置母体内の図書館以外の部門との人事交流の促進により、さらに現場研修の必要性は増している。
c)組織疲労による損失：

　「決められた収入を配分して運営を行う」だけの従来型の漫然とした組織は、組織疲労を起こしており、その組織の将来は暗い。環境への不適応による非効率的な図書館運営を続けている組織の再編と、職員の意識改革が重要な課題である。人員と予算の効率的運営のために、図書館の使命を明確にし、資源(人・金)を、ある方向、ある対象、ある地域に集中する一点集中の方法を採用することもこれからは必要である。

１－２．問題意識

　1990年代以降、設置母体の財政基盤の悪化、社会現象としてのIT革命、ライフスタイルの多様化など、図書館は大きな変革期を迎えている。「拡大と縮小」で述べたような資源不足の時代においては、図書館自身が自分は何をしたいのかをはっきりと設置母体や利用者に説明しなければ、両者から協力を得ることはできない。図書館員は、以下の点を図書館員以外の人たちにもわかりやすい言葉で明確に示し、変革期に適応した図書館の組織や機能を再構築する必要に迫られている。
a)何をする組織なのか (使命)

　図書館は図書館資料を、蓄積し組織化し、住民や学生に無料で提供する。この図書館機能は、税金や授業料の還元であり、利用者にとっては当然の権利である。しかし、サービス提供の窓口と、料金徴収の窓口が異なるだけで、利用者は図書館サービスにたいしてある代価を支払っており、図書館は有料のサービスを提供している。図書館自身の立場を対外的に明快にするためにも、「価値のないものには料金を払わない」「価値のあるサービスは高く売れる」など、利用者と図書館の間の「経済行為」が存在することを認識すべきである。イニシャルコストをかけても、人員、経費を節減し、さらに売上げを増加させる「効率経営」を目指すべきである。

b)誰を相手にするのか (顧客)

　図書館は、設置母体である自治体、大学、営利企業、または、設置母体の構成員である自治体職員、地域住民、地域企業、教職員・学生・卒業生・受験生から、何を求められているのか？誰を優先するのか。

c)何を期待されているのか (要求)

　どのような電子資料を提供するのか。書誌データか、全文ＤＢか。娯楽か、教養か。どのようなサービスを提供するのか。質が低くとも無料か、質の高い有料情報か。

d)成果・生産物は何なのか (成果)

　電子図書館はどのように図書館を変えるのか。コンピュータ、ネットワークなどの情報技術は業務効率を向上させるのか。電子資料を、館内や、リモートで提供できるか。情報技術は利用者サービスを自動化していくのか。

e)どうやって実行するのか (計画よりも行動)
　電子図書館より以前に、図書館には何が必要なのか。人か、資料費か、情報基盤か、そのバランスは。能力の高い人材か、司書か、情報技術者か。当局の理解か、自立した利用者か。新しい図書館の使命か、現状の維持か、現在の使命の確認か。どのようにして収集、提供できるのか。購入費用、媒体変換費用はどのように捻出するのか。資料費の一定比率を電子資料に配分できるのか。固定料金は有望か。共同購入は可能か。契約交渉は誰がおこなうか。電子資料の目録情報は誰がとるか。Webのフィルタリングは必要か。電子図書館は一つの解決策になるか。情報技術は問題解決の強力な道具となることは確かである。が、単にインターネット端末を導入し、インターネット上の無料の情報を図書館サービスに加えたからといって、図書館機能が飛躍的に向上するわけではない。

１－３．ハイブリッド図書館による解決

　図書館を取り囲む状況と、社会の情報化、ネットワーク化をうまく組み合わせて、様々な場面でのハイブリッド化により、作業効率を高め、社会的な貢献を向上させていく必要がある。雑種(Hybrid)には、しばしば雑種強勢とよばれる現象がおこり、親よりも長生きで成長もはやく、丈夫だという傾向がみられる。今後の図書館サービスは、従来型の図書館と電子図書館とは当分の間は併存していく。
a)サービスの高度化

　電子媒体と紙媒体をミックスしたより高度な資料提供サービスを行う。セルフサービスでの電子媒体資料の提供では、受入業務、書架スペース、職員さえも不要になり、サービスは向上する。イニシャルコスト、ランニングコストが必要になる。その経費は、紙媒体の資料費を転換したり、助成金によって捻出する。紙と電子のハイブリッド化。

b)経営の効率化

　組織の統合や蔵書構築方針の転換によって図書館サービスの再構築を行う。ドキュメントデリバリーや電子媒体の資料による資料提供に資料費の一部をシフトし、対外的に図書館サービスを活性化する。大学経営や自治体経営にとっての効率も考慮する。しかし、従来のやり方に安住している図書館員が効率化の障害として立ちはだかってくるだろう。文化と経済のハイブリッド化。相互協力による資源の有効利用。コンピュータシステムの共同開発、共同利用。IT革命。
c)関連業界との共生化

　関連業界とのマルチソーシング(共同運営)による共生進化を推進する。従来、図書館が行っているテクニカルな業務(発注、受入、目録)などの業務を外注(アウトソーシング)することにより、関連業界は新たなビジネスを獲得でき、図書館は浮いた人員で図書館サービスを拡大できる。図書館は、単純な文献提供から一歩踏み込んで、個人的な研究テーマに沿った文献リストの作成や、学生への授業のための教材作成の援助などの、情報の評価・加工にまで機能を拡大し、設置母体との協力関係を強めるべきである。図書の購入や相互貸借における物流の整備とアウトソース。
d)機能のグローバル化

　経済と情報のグローバル化に対応した図書館のポジショニングを明確にする。既存の枠組みにとらわれないグローバルな観点から、情報・出版業界と協力して、情報流通サイクルを円滑し、情報へのアクセスを活発にし、情報の需要と供給を喚起する。図書館も流通サイクルに応分の費用を積極的に負担すべき。大学と地域のグローバルな結びつきも活発になっている。(財)大学コンソーシアム京都では「地域社会、産業界、大学の新たな連携を構築し、大学教育、地域社会、産業界の活性化に寄与する」事業を推進しており、図書館に関連する事業として、大学間の単位互換や図書館の一般公開が行われている。

　以上の手段を総動員して、ハイブリッド図書館へと自己改革し、図書館の機能拡大・強化に取り組むことが今後の図書館運営における課題となる。
２．インターネットと図書館

２－１．インターネットの技術、活用、理解

　インターネットの本質と図書館の本質は非常に似かよっている。図書館の機能は、情報の収集、蓄積、提供であり、図書館機能を実現するための手段として図書館ネットワークによる資料や情報の共有がある。それに対して、インターネットの思想は、コンピュータ資源や蓄積された情報の共有であり、Webや電子メールといったインターネットのツールも資源や情報を共有するための手段として発達してきた。結果的に、インターネットは個々のホームページをリンクによって統合した総合的情報システムを形成している。図書館はインターネットと協調することで自らの機能をさらに充実していくことができ、インターネットの世界で図書館は有用な情報の供給源として活躍できる(はずである。できるかどうかは別として)。

　インターネットがこれだけ普及してくると、インターネットに関して図書館や図書館員の間の格差が顕著になってくる。インターネットに関わる「技術」の習得、インターネットの「活用」の方法、インターネットに対する「理解」などに大きな格差が生じている。

a)技術

　技術的には、ホームページのブラウジングや検索、電子メールによる情報交換、ワープロで業務用文書を作成する程度は、今時の図書館員にとっては簡単なことである。しかし、動かなくなったパソコンの再セットアップ、新しいソフトの組み込み、ホームページの作成・運営というところまでくると、半分以上の図書館員には荷が重くなる。さらに、サーバーを立ち上げてネットワークを構築しメンテナンスするとなると、その仕事が図書館員の仕事になるかどうかはそれぞれの図書館の事情で異なるが、ほとんどの図書館員には未知の領域となる。

b)活用

　次に、インターネットの活用の場面では、インターネットを単なる情報収集の道具とみなす図書館員もいれば、個人レベルでも出版活動をおこなえる情報発信の道具として広報・出版・コミュニケーションに活用している場合もある。

c)理解

　最後に、インターネットの理解という局面では、利用者や関連業界・団体、さらには設置母体とのコミュニケーションを深め、共に機能を高め、共に愉しむ「共愉」の思想を実現することが、21世紀の図書館に求められている。図書館員や情報部門担当者はホームページの検索、作成、活用に習熟し、変貌する図書館サービスにおける「道具」としてインターネットを理解していきたい。

【参考文献】

· 古瀬幸広. インターネット活用法：可能性を広げるコツとヒント. 講談社ブルーバックス, 1996.7, 205p.
· 古瀬幸広; 廣瀬克哉. インターネットが変える世界. 岩波新書, 1996.2, 209p.
· 村井純. インターネット. 岩波新書, 1995.11, 206p.
· 村井純. インターネットII--次世代への扉. 岩波新書. 1998.7, 202p.
２－２．インターネットとの関わり

　図書館は大学において情報化が進んでいる部署であり、WWWによりインターネットが一般に浸透しはじめた1995年頃から、われわれ大学図書館員はインターネットに親しんでいる。筆者は、インターネットを使いはじめて７年になる。大学図書館員としての仕事も、個人的な生活も、インターネットなしには成り立たなくなっている。すでに、図書館員にとってインターネットは必須アイテムとなっている。

· 1993年10月　図書館がインターネットに接続

· 1993年12月　学術情報センター(現国立情報学研究所)の電子メールを利用

· 1994年 5月　メーリングリストへの登録

· 1996年 9月17日　ホームページの開設

· 1998年 4月 8日　Yahoo! Japan「各種資料と情報源:図書館」へ登録

· 1998年 8月23日　無料ホームページを提供するジオシティーズに出張所を開設

· 1998年 8月30日　無料MLサービスDNSによりメーリングリスト「serialst-j」を開始

· 1999年10月 8日　Yahoo! Japanで「cool!」のメガネマークが付く

· 1999年12月18日　奥付に「３．著作権」を追加

　インターネットとの最初の出会いは1993年末で、大学におけるインターネットの接続環境を使って、テキストベースでインターネット上の情報を閲覧するgopherと電子メールの利用が最初だった。その頃の参考書の数は少なく、現在と比べて内容が濃いものだった。

【参考文献】

· 武藤佳恭. インターネットの遊び方(連載). ｂｉｔ. Vol.24, no.10 (1992.10)～Vol.25, no.12 (1993.12)　接続した画面をふんだんに使ってインターネットの情報資源を紹介しているので、インターネットで何を調べることができるのかがよくわかる。

· インターネットのこと全部教えます Part.1. ＡＳＣＩＩ(アスキー出版) 1994年9月号, p.245-268 (1994.9)　離れたマシンを遠隔操作 telnet、ファイルを自由に移動させる FTP、有効に活用したい電子メール、インターネットの必修ツール(finger、whois、archie、gopher、wais)が解説されている。
· 戸田愼一;影浦峡;海野敏. インターネットで情報探索. 日外アソシエーツ, 1994.11, 243p.　インターネットでできることと、インターネットの使い方が、豊富な事例で初心者にわかりやすく紹介されている。

　1994年には、絵も表示でき、ホームページ間のリンクが可能なHTMLという書式と、インターネット閲覧ソフトウェアであるブラウザの最初のものであるMosaic(モザイク)が開発された。また、同年春には、IIJによるダイヤルアップIP接続サービスが開始され、インターネットの商用利用も始まった。こういった動きを受けて、インターネットは1995年には一気に一般化した。

　筆者も1996年秋には、個人でインターネットサービスプロバイダと契約をして、電話回線を経由した自宅からのインターネット接続を開始した。それと同時に、個人のホームページ「図書館員のためのインターネット」<http://www2d.biglobe.ne.jp/~st886ngw/>を立ち上げた。

· 目的：インターネットによる図書館員の機能強化を目的としています。個人的なインターネットに関する勉強もかねています。 

· 対象：インターネットの図書館業務への応用に興味のあるインターネット利用者が対象です。 

· 内容：図書館業務に関連するＷｅｂサイトへのリンク集と、インターネットによる図書館業務支援に関する文献リストと私のレポートを３本の柱としています。

· 設計思想：画像はできるだけ使わず、ファイルの階層は３階層と浅くして、最初のページからすべての内容を見通せるようにしました。

　こうして、個人的なインターネットの使い方は「情報資源としてのインターネット」から「情報発信としてのインターネット」へと大きくシフトして現在に至っている。

２－３．ホームページを理解する

　個々のホームページには特定テーマに関しての有用な情報が蓄積され公開され、ひとつひとつのホームページが百科事典の大項目や小項目を構成し、インターネットが全体として大きな百科辞典データベースとなっている。サーチエンジンは百科事典の高機能な索引にあたる。

【参考文献】

· 後藤　斉. 人文学研究とインターネット―ゆるやかな分散型総合学術情報システムの構築へ―. 人文学と情報処理. 15(1997), pp.9-14 　http://www.sal.tohoku.ac.jp/~gothit/hum_inet.html　

　個人のホームページには、自分の著作や会議報告でのレジュメが公開されることも多い。官公庁、地方自治体、研究教育機関、企業からも積極的に情報公開がなされていて、文部省のホームページでは図書館や教育機関の職員にとって有用な答申や勧告が公開され、すぐに入手できる。情報の組織化に習熟した図書館員の作ったリンク集も有用である。福島比呂子氏による「学術人文系メーリングリスト案内」<http://www.aianet.ne.jp/~orlando/VWW/DAT/mljpn.html>などは、単なる主題に関わるリンク集ではなく、メーリングリストという一つの形式に特化したリンク集を提供している。個性的なホームページが集まることによって情報源としてのインターネットの有効性も増す。

　個人のホームページでも、組織のホームページでも、よいホームページを作るための考え方がある。

a)検索方法　【別紙：実践 インターネットを使った情報検索演習】

· サーチエンジン：ディレクトリー系、全文検索系、精度の高いもの

· ネットサーフィン(ブラウジング)：関連団体のページからリンクをたどる

· ホームページを自分でつくる：発信すると情報は集まってくる

b)技術習得【入門講座：自分のホームページを無料で持とう】

· とにかくホームページをつくってみる。

· パソコン操作とネットワークの理解が必須となる。

· インターネットを縦横に使いこなす。

c)情報発信 

· 情報の発信側になる　消費から生産へ

· 情報のセレクトをする　再現率より精度へ

· 情報の仲介機能が弱まる(探索者自身の利用)　情報提供から利用者育成へ

d)図書館ホームページの構造

· ミッション宣言

· 利用案内

· 検索と提供

· リンク集

· Web版図書館ツアー

· コミュニケーション

e)インターネットで自己変革

· 図書館変革の必要性を認識しよう：自己革新

· みんなの意識を変革しよう：情報発信(プッシュとプル)

· 自信をもって図書館をアピールしよう：広報

· 利用者をもっともっと支援しよう：利用支援

· ホームページでスキルアップしよう：研修

【参考文献】

· 図書館員のためのインターネット. 現代の図書館. 33(4) ; pp.280-290 (1995.12)
· 図書館員のためのインターネット：Pt.2 インターネットで図書館は変わるのか. 現代の図書館. 34(2) ; pp.100-111 (1996.6)
· 図書館員のためのインターネット：Pt.3 ホームページの作成とメンテナンス. 現代の図書館. 35(2) 1997.6
２－４．情報リテラシー：パソコンとインターネット

1)パソコンの操作 

· オペレーションシステム：Windows 

· キー操作、日本語入力：ATOK 、エクスプローラー：ファイルについて
· アプリケーション：ワープロ：MS-Word、表計算：MS-Excel、画像編集：Paint Shop、ブラウザ：Netscape、FTP、telnet：秀Term
2)インターネットの利用 

· インターネットとは何か：DB、コミュニケーションツール、コミュニティー
· インターネットの仕組み：回線、費用、技術 

· 電子メール：インターネットはメールに始まりメールに終わる 

· ホームページ の作成・運営・管理

· サーバーの管理

3)ドキュメントの作成と管理 

· 共有の思想：技術の蓄積と体系化、知識の伝達、組織の改善 

· 作成の技術：マニュアル、報告書、プレゼンテーション 

· ドキュメントの管理：山根式、イントラネット 

３．おわりに：本当のリテラシー

· 橋爪大三郎. アメリカの大学と情報教育--ハーバード大学の見たまま記. 本とコンピュータ. 12(2000春)　「コンピュータを道具と割り切って使いこなすことが集団としての効率とパワーを追求できることを大学が認識している。しかし、情報化に過大な幻想を抱かないで、学問は本を読むことだとの軸足がぶれていない。教室での討論を最も重視している」(p.142)　日本ではネットワークを、何に、どう役立てるかという戦略意識が希薄である。本を徹底的に読みこなすという訓練なしに情報化に立ち向かうのは無謀だといいたい」(p.145)

付録１：用語集

· WWW(World Wide Web)：ハイパーテキストやリンクを使った情報提供システム。インターネットで最も利用されるシステム。Webともいう。世界的に共通した形式でハイパーテキストを作成、提供できるシステムで、WWWによってインターネットが爆発的に普及した。
· ハイパーテキスト：文書、画像、音声、動画などの様々な種類の情報を相互に関連づけて参照したり引用したりする概念。これを実現したのがWWWである。HTMLにより記述する。
· HTML(Hyper Text Markup Language)：ホームページのレイアウトを記述するための言語。文書の中に書式属性を定義する「タグ」を埋め込んだテキストファイルを、ブラウザーは「タグ」の指示する属性を解釈して表示する。
· HTMLタグ：タグの機能をおよぼしたい文字列を、開始タグと終了タグではさむ。<タグ名>文字列</タグ名>。HTMLファイルの「全体構造」を定義するタグ、文字の大きさなど「文字の修飾」を定義するタグ、文章の段落などの「仕切り」を定義するタグ、リンクを定義するタグ、「マルチメディアデータの扱い」を定義するタグ、箇条書きなどの「リスト形式」を定義するタグ、「表組」を定義するタグ、ホームページをみている利用者からアンケートや感想などの情報を得るための「フォーム」を定義するタグ、ホームページの画面をいくつかの部分に分割してそれぞれに別のHTMLファイルを表示させる「フレーム」を定義するタグ、などの種類がある。ブラウザーの種類やバージョンによっては「表組」「フォーム」「フレーム」のタグを正確に表現できないものもある。
· リンク：文字列やイメージに、文書中の他の箇所、他の文書、他のホームページへの関連づけをおこなう。その文字列やイメージをクリックすることで、自由に他のページやイメージを表示できる。
· ブラウザー：HTMLによって記述された情報を表示するためのソフトウェア。ネットスケープナビゲーター(Netscape Navigator)やインターネットエクスプローラー(Internet Explorer)がよく利用されている。ブラウザーはインターネット上で無償で配布されたり、雑誌の付録のＣＤ－ＲＯＭに収録されている。最近のパソコンには最初から附属している。
· ホームページ：WWWで提供される情報画面のことで、HTMLを使ってWWWブラウザーに表示できるように記述したファイルの集合体のこと。特に、いくつかのページで構成されるホームページの目次や先頭のページをトップページと呼ぶ。
· URL(Uniorm Resource Locator)：インターネット上のファイルやホームページの位置を示す統一された書式。例えば、http://www2d.meshnet.or.jp/~st886ngw/は筆者のホームページの位置を表しています。
· ドメイン名：インターネット上での組織の正式名称のこと。組織名.組織の属性.国名という形式で表現される。

· メーリングリスト：特定の話題や情報によって形成されたグループに登録した全員にたいして、ひとつの電子メールを同時に配信する仕組み。

付録２：インターネットで海外図書館事情 

『大学の図書館』2000年9月号への原稿をもとに構成してあります。
　現在の個人的な興味は、興味の深い順番に、大学経営、英語、インターネット、学術情報流通、現職者教育の５つです。このうち、インターネットと学術情報流通に関する情報は、そのほとんどをインターネットから入手しています。ここでは、学術情報流通、特に外国雑誌の動向を知るために、普段から使っている海外のサイトを紹介します。 

　まず、サイト紹介の前に、インターネットで情報収集する際のツールとして、２つの支援ソフトをあげておきます。 

· Webページ更新チェック「WWWC」<http://www.nakka.com/wwwc/>は、自分の興味対象のホームページをあらかじめ登録しておくと内容の更新を自動チェックしてくれます。ここに登録して巡回対象にするホームページのリストの質を高めることが情報収集作業の効率化につながるわけです。 

· 英単語をクリックすると日本語に翻訳してくれる「瞬訳名人バビロン：Babylon」<http://www.babylon.com/>は、英語サイトを読むときの必需品です。このソフトは２つとも無料で公開されています。 

　インターネットは「メールに始まり、メールに終わる」といわれています。メーリングリスト(ＭＬ)からのメールによって、新しいサイトの存在や、欧米での図書館の動向を知ることができます。以下が、学術情報流通に関して優良な情報が流れるＭＬです。毎日、かなりな量が届きますが、メールを斜め読みすれば、自分の必要な情報は短時間で得ることができるはずです。蓄積した過去のメールは全文検索できるのでデータベースとしても活用できます。 

· 03)電子媒体、ネットワーク間連のML「PACS-L」<http://info.lib.uh.edu/pacsl.html>

· 04)電子情報のライセンスについてのML「LIBLICENSE-L」<http://www.library.yale.edu/~llicense/index.shtml>

· 05)英国の雑誌関連のML「lis-serials」<http://www.mailbase.ac.uk/lists/lis-serials/>

· 06)米国の雑誌関連のML「serialst」<http://www.uvm.edu/~bmaclenn/serialst.html> 

· 07)雑誌の価格問題 のML「Newsletter on Serials Pricing Issues」<http://www.lib.unc.edu/prices/>ミラーサイト<http://www-mathdoc.ujf-grenoble.fr/NSPI/NSPIe.html>

　オンラインＤＢのＳＤＩサービスと同じ機能を無料で提供するサイトもあります。 

· 08)最も大きな検索サイトである「Northern Light」<http://www.nlsearch.com/>では、キーワード(serials cancellationなど)をあらかじめ登録しておき、ヒットしたホームページのURLをメールで届けてくれるサービスがあります。前回の検索以降に更新された部分のみを検索対象にすることも可能です。 

　以下の２つのサイトから、特定の図書館関連団体をほとんど探し出せるはずです。 

· 09)図書館関連のもっとも豊富なリンク「AcqWeb」<http://www.library.vanderbilt.edu/law/acqs/acqs.html>

· 10)雑誌関連のもっとも豊富なリンク「Serials in Cyberspace」<http://www.uvm.edu/~bmaclenn/>

　次は、雑誌関連のサイトです。個人的には最も多用します。 

· 11)Elsevier社も加盟する、科学・技術・医学関係の雑誌出版社の協会である「STM」のサイト<http://www.stm-assoc.org/> 

· 12)世界の雑誌購読代理店の協会である「Association of Subscription Agents」のサイト<http://www.subscription-agents.org/> 

· 13)為替レートとその歴史的推移は<http://www.oanda.com/>でみることができます。 

· 14)ARL(Association of Research Libraries)のサイト<http://arl.cni.org/>。ここには、Newsletter、雑誌価格に関する分析結果、図書館統計のデータなどがあります。 

· 15)国際的なコンソーシアムの連合であるICOLC(nternational Coalition of Library Consortia)のサイト<http://www.library.yale.edu/consortia/>。「電子的情報の選択と購入に関する、現段階における展望と望ましい実践のあり方についての声明」などの文書や、加盟コンソーシアムへのリンクもあります。 

· 16)雑誌の出版社の住所や価格などの出版情報を知るには、Ulrich's International Periodicals Directory. の価格情報以外の出版情報を検索できる「PubList」<http://www.publist.com/>と、代理店RoweComの雑誌の販売カタログ<http://www.rowe.com/>があります。
· 17)米国の大学図書館における雑誌の購読中止計画とその結果のリスト「University of Illinois at Urbana-Champaign Education and Social Science Library--Serials Cancellation Information on the Web.」<http://www.library.uiuc.edu/acq/sercanweb.htm> 

　図書館システムに関するサイトからは、欧米の図書館システムの動向がわかります。 

· 18)米国の図書館システムガイド「Library Technology Guides：Library Automation Resources」<http://staffweb.library.vanderbilt.edu/Breeding/ltg.html>。ARL 121館が採用している図書館システム<http://staffweb.library.vanderbilt.edu/Breeding/arl-systems.html>をみると、Innopac：33館、Voyager：26館、NOTIS：12館となっています。「Voyager」はLC(Library of Congress)とNLM(National Library of Medicine)も採用している人気システムで、開発元のEndeavor社はElsevier社が2000年4月に買収しています。 

　いま、一番のおすすめはこの電子雑誌です。 

· 19)電子図書館に関する月刊誌「D-Lib Magazine」<http://www.dlib.org/>。電子図書館に関連して電子雑誌に関する記事も多く、最も重宝する情報源になっています。登録しておくと最新号の案内がメールで届きます。 

　最後に、電子雑誌とも関連して、これからお世話になる電子商取引関連のサイトをあげておきます。 

· 20)「ICEDIS：International Committee on Electronic Data Interchange for Serials」<http://www.icedis.org/> 

· 21)「EDItEUR」<http://www.editeur.org/> 

· 22)「Indecs：interoperability of data in e-commerce systems」<http://www.indecs.org/index.htm> 

· 23)「Esprit : the EU information technologies programme」<http://www.cordis.lu/esprit/home.html> 
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